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スキー回転技術の指導段階

策3報 女子学生 への パ ラ レル系指導
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1.緒 言

近 年,オ ース トリアのWellenteclmik,ド イ ツのSchleuderschwung,フ ラ ンスのAvale-

ment,日 本 の「抱 え込み送 り出 し型 ターン」等 に代 表され るよ うなスキー1・i転技術が,世 界

的技術 革新の波 にの り,各 国で取 り上げ られ,研 究 され ている.こ れは一秒 の何百分 の一一・

か を競 うスキー回転競技技術の進 歩や コブの ピステ,深 雪 の斜 面におけ る合理的 なター ン

とい う目的か ら生 じた技術 であ り,そ の実用的価値 は きわ めて大 ぎい とti7 ..る.し か しそ

れは 「中級以 ヒの技術であ り,初 心tiあ る いは 初歩の段階か らこれ を覚 える必要は な く,

この技術以 前に学ぶべ きター ンが い くつか ある1)」 の で,初 めてスキーをつけ る初心 者を

対象 とすれば,少 しで もはや く初歩的,原 則的 な ター ンの技術 を覚 えさせ る方が先決問題で

はなか ろ うか.そ してそ うい う指導段階 につ いての研究 も大 きな意義が ある と思われ る.

指 導 システム とい うものは,当 然最高の技術 に到達す るため の基本であ り,ベ ースであ

る とい う理論的見地に立つ ものであ って2),昭 和46年(1971)版 のrSAJス キ ー教程」

にお いて も 「抱え込み送 り出 し」の動作要領を基礎の段階か ら一貫 して学ぽせ,そ の技術

へ の導 入を容 易にす るよ うな指導体系が組み 、1てられ た3).し か し,日 本 の国の スキー技

術体 系,指 導体系を代表す る 【教程1に お いては,h鵬 新的技術のみを取 りi二げて,オ …

・レマ ィテ ィにす ることは,ス キーの 正 しい進 歩を停滞 させ る危険があ り,新 しい技術は,

短 時 日の うちに,更 に新 しい技術に とってかわ られ る宿命 をもってい る4)」 と考え られ る

ので,・15噺 的 な上級技術だけを 初歩的な段階か ら体系づけて指導課程を組み立て るのは,

や や問題が残 るであろ う.

各学 凋者の要求す る目的 に よっては,指 導体系に多少の相違はあ るか も しれないが,一

般的に,技 術習得 に能率 の上 が るよ うな段階的学習 と,そ の学習経験 が将来悪癖や障壁 と

して残 らな いよ うな基礎課 程の組 み立 てが重要ではなかろ うか.ま た,日 本の社会体 育,

社 会 スポ ーツと しての一般 スキ ーヤ ーの現状 は,長 期間の練習時問に1謀まれ る者は きわめ

て少な いと言え る5)の で,筆 者は継続 的に,初 心 者を セな対象 と した短期間学習の効果的

指導段階 につ いて実験的 な 考察を進め ているわけ である6)7).

過 去,我 が国において も,シ ュテ ム系(プ ルー ク系)の 指導体系 とパラ レル系の指導体系

の是 非については,長 ら く論 争のlll心 とな っていた時代 があ った8)9)が,V字 型 滑降 とV

字 型での ターンは,限 られたあ る制限下では絶対に必要であ り,ま た こ うした回転は最高

技術に対 す る大 きな基盤 とな る10)とい うことであ った.そ して今 日,世 界各国の指導体 系
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をみてもプルーク系 を完全 に排除 したものはみ られ な くなって いる.そ れだけ プル ーク系

技術 は,指 導過程上 の重要性や実用性を認めて いるものと瓜われ る.た だ,一 方では,「 練

習時間に恵 まれ る特殊 な人や,他 のスポーツにも親 しみ,ス ポーツ的感覚 に優 れている人

な どには,ブ ルーク系 の練習段階 を経験 しな くてもパラ レルのままでク リスチ ャニアに到

達す る ことは可能 である11)12)」 とされ,「新フラ ンス ・スキー教程13)」 に おいても,「 才能

に恵 まれない人 にもスキーのよろ こびをよ り早 く味わ っても らうために シュテム ・ク リス

チ ャニアに 言及す る」 とあるよ うに,パ ラレル ・システムに主体 をおいているものもある.

初 心者に対 して,パ ラレル ・ター ンや ウェーデル ン技術 の短期 間習得 とい うことにf(標

を 設定するな らぽ,前 記のよ うな従 来の理念 に反 して,プ ルー ク系 の指導 システムの方が,

そ の技術習得 に時 間を要 し,シ ーズ ン中の短 期間学 習の反復 では,特 にスキーのV字 型が

学習 者の神経 回路の形成 とな って,パ ラ レル ・ター ン技術 の習得 にかな りの 日数 を費やす

とい うことになる14)15).特 に 女性 の場 合は,プ ル ーク系技 術は確 かに安 定性があ り,プ ル

ーク ・ボ ーゲンでスキ ーを楽 しむ実用 的価値は大いに認め られるが ,自 分の能力 よ り少 し

で も高いス ピー ドや斜 而では,恐 怖心 と共に反射 的にスキ ーをV字 型に して制動をかけ よ

うとした り,停 止 し ょうとして,か え って危険な状 態にな ってい ることは,し ぽ しば直面

す るところであ る.ま た,女 性は 男性 と比べて,骨 格,筋 力の相違 もあろ うが,一 般 的に

いわゆ るX脚 型の フォームを示す ものが大多数であ る.こ れは プル ーク系の指導に よる影

響 もあるのではないか と推測 され る.猪 谷六合雄の著書 「スキーはパ ラ レルか ら16)」の 女

性 モルモ ッ ト・アルバ ムをみ ると,X脚 型 フォームは全 然見あた らない.こ の ことか らも

パラ レル系 による指導は,そ れに役立 って いるのではなかろ うか と思われ る.

そ こで,筆 者 も,ス キ ー回転技術の指導 システムをパ ラ レル系 によって展開す ることに

したのである.そ の技術お よび回転の基本的動作や運動要素は,1962年,第6回 世界 スキ

0指 導 者会議(於 イタ リー ・モ ンテボ ン ドー ネ)で
,ク ル ッ ケ ン ハ ウザ ー教授(Prof.

StefanKruckenhauser)17)の 発 表 した 「谷回 りク リスチ ャニアとは 前方への横滑 りの変換

である」 とい うこ とや,猪 谷六合雄18)の 「滑走す るスキ ーヤ ーの もつ運動 の慣性 を拠 り所

とした,テ ールの側方へ の移動」 とい うよ うな,ス キーを パラ レルに保 ったままで最 もタ

ーンに導入 しやす い原始的本質的 なもの として
,「 伸び上が り抜 重によるテールのお きか

え と横ずれ」 とい うことに焦点 を しぼ って,そ れ によ り…つ のター ンを形成 しょうとして

い ることである.こ うい うことは,今 日,体 育学会 での,西 山19),播 本 ほか20)や 吉 田ほ

か21)ら に よって技術分析 され た 「抱 え込 み送 り出 し型 ター ン」 の,横 ずれや ショックの少

ない,絶 えず雪 面を とらえた.滑 らかに弧形 カーブを描 くター ン,と は異質 な も の で あ

る.

スキ ー回転技術の段階的指導 に関す る研究 や考察 は,学 会 では,き わめて 少 な く,今

村22),安 井23)や 栗林24)ら の研 究をあげ ることがで きるが,最 近 では播本 ほか25)や 吉mほ

か26)ら の 「抱 え込み送 り出 し型 ターン」についての指導 や発展過程 がみ られ るにす ぎない.

ま た特 に女性を対象 とした ものはみ られない よ うに思 う.

そ こで,今 回の実 験的研究は,従 来女性 や中年 には不 適当 とされて きたスキ ー回転技術

のバ レル系に よる実地指導を,女 子学 生に対 して試み ることに した.そ して,プ ル ール系

による学習群 との比較にお いて,そ の学習効果 を考察 し,今 後の スキ ー技術指 導におけ る,

よ り効果的 な段階的方法 の指針を得 よ うとしたものであ る.
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第1-1表Jw.グ ループの指導段階と指導所要時間

基本技術 (指導時間の欄の(技術別時問の欄の()騰鯖 碧姦曝 難 鏡 纏 ・)

1

直

1

条

要
.
ー

、

亘/

i

平 らな場所で基本姿勢をとり,足 首,膝 の(1)
曲げ伸ば しを行なう.

基本姿勢を保ちながら,1醇 鄙条をする.②

3

①

C

2.

ブ リ

ノレ

i

ク

う`
、

プ

ル

ー

ク

・

.

.、

ゲ

ン

(1)

の〆(

う,隻
、

r

」
、

④

(⑤気

(◎

の(

凶

⑨

⑩

滑りながら,膝 の曲げ伸ばしを繰 りか え
す.

才旨 導 田f間(h.)

-

日

日
目

0.05
(100)
0.40
(40)

横 に踏 み 出 し,シ ュ プー ル を変 え て滑 る.1

手が雪面に触れるくらいに,膝 の曲げ伸ば
しを大きく使って滑る.

2

日

日
目

0.15
(40)

0.15

(60)
0.15
(20)

平 らな場 所 で,ス トッ クの助 け をか りて,

膝 を 伸ば しな が ら,ス キ ー の テ ー ルをV字

型 に押 し開 く.

膝 を 曲 げ だ直 滑 降 が ち募`一'膝を宿1ば 〔一七つつ」-
一 クを す る.(伸 ば し プル ー ク)

膝を曲げた直滑降と膝を伸ば したブルーク
を連続 して行な う.(直 滑降 とブルークの

連続)

平 らな場所で,膝 を曲げなが らスキーのテ
ールをV字 型に押し開 く.

膝を伸ばした直滑降から,膝 を曲げてプル
ークをする.(曲 げ プルーク)

膝を伸ばしたブルークから,膝 を曲げたプ
ルークに移る.

角 付けを強めて止まるものと,V字 型 でま
わって止まる初歩の停止技術を行なう.
lV字 型を維持 して滑ることにこだわらず,

強 く,弱 く,長 く,短 く,い ろいろなリズ
ムで塗二∠堕を押=」閉 く動/メ}…を亘な.う.ユ
片スキー開きのプルーク.

0.15

(60)

0.10

C80)

4t開 きの プル ー クを 左 右 交互 に連 続 .

浅 い 弧 の ブ ル ー ク ・ボ ー ゲ ン を す る.(
,1)

② 麟 偽 レ卑'景 甥 議 塞野 ・

③ 撫 鰐 毛鰐 たZ-一一スを・プノレーク

④ 黒 鯉 縮:長 いコースをプノレーク

n 浅 い プル ー ク ・ギ ル ラ ンデ を 行 な う.

0.15
(60)
0.15

(50)
0.05

(80)
0.10

(70)
0.15

C70)

0.10
(30)
0.10

(20)
0.15
C50)
0.10
(30)
0.15

×30)

0.15
(10)

3

日

日
口

0.15

×70)

0.15
(70)

4

日

日

二
"

0.05
(;100)

1.10
(70)

一而

(100)
0.10
(70)
0.10

0.05

0100)
0.05
C80)

(60)

0.15

C80>

0.15
(70)

一一6

.05

(100)

0.05
(90)

0.15

(40)

0.10
C50)
0.30
(50)
0.3010.10
C60)IC80)
0.35
(50)

0.15
C50)

3.00
C

0.30

×70)

0.15
(20)

0.15
(60)
0.25

(100)
0.30

(80)

0.25

(60)
0.10
(100)
0.15
(90)
0.30
(80)
0.25
(70)

0.25

(40)
0.15
(50)
0.20
(50)
U.45

(50)
0.55
(SO)
0.35
(50)

3.00

×90)

0.15
(50)

技 時

術 問

別(h.)

2.15

C64)

4.

シ

ュ
テ

ム

・
タ

ー

ソ

3.40

(72)

5.30

(64)

斜 滑 降

① 斜 度 を ゆ る く とっ て滑 る.

② 山 ス キ ーの テー ル上 げ.

0.2010.0510.25
(40)1(60)1(60)
0.0510.05
(80)(80)

横 滑 り

0

)

り
0

0
・
7
」

0

(

/1」

②

一
③

そ の場 で,膝 の 山側 へ の傾 け を 谷 方 向 に 戻0.150.05

して,角 付 け を ゆ るめ る.(40)(70)

斜 度のある,短 い斜面で行なう.

プル ー ク ・ボ ー ゲ ン と横 滑 りの連 続.

0.05
(60)

0.20

×70)

0.05
C60)

0.4510.45
(50)IC50)

0

)

-
よ

0

・

6

1
⊥

(
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山 ま わ り

響難 琴締 搬 撚 鯛ilO.15(70)0.15(iO)?1蕊

注:こ の表 は,日 本 ス キ ー教 程 の練 習項 日 の中 か ら,本 文 の2.方 法,2.対 象者(a)のJw.

グル ー プ(1個 班)が 学 習 した項 目を取 り出 して,ま とめ た もの で あ る.

基礎課程

1イ∫1-2表Tpw.グ ル ー プの 指導 段 階 と指 導 所 要時 間

(指導時間の欄の(技術別時間の欄の()や離 購 齢 総馨糧:者の%・)

1.

平
地

で
の
直
滑
降
姿
勢
と

テ
ー
ル

・
ホ
ッ
プ

}

お
よ
び
踏

み
か
え
滑
・走
「
乞

直
滑
降
と
踏
み
か
え
回
り

要 領

、)1
。σ

・.エ～

首

浮

、
■
=

ヒ
日才

使用斜面1

日
目

1
1

①

1
1

②

1

3

1
1

④

総 雛 難1)・馴 漆の力碗 川
(直 滑 降姿 勢 と膝 屈 伸 ス トック使 用)
ス トッ クを交 互 に スキ ー の トップ ・ベ ン ド

の横 に つ い て,足 首,膝 の 屈伸 を続 け る.1

(直滑降姿勢とテール ・ホップ)直滑降
の基本姿勢から,足 首,膝 の屈伸を

使って,伸 膝のときテールを雪面か ら上げ
るのを繰り返す.

1ノ

↓

/ノ

(直 滑 降姿 勢 と テ ール ・ホ ッ ブ ス トッ
ク使 用)
ス トッ クを交 互 に 使 用 して テ0ル ・ホ ッ プ

を 繰 り返 す.

ii

W

↓

21314

日 日 日

目 日C-1

ー

一

計

1
1

⑤

↓

↓

↓

(直滑降姿勢とテールおきかえ)
ス トックを交互に使用して,テ ール ・ホッ
プで,テ ールを左右におきかえることを繰

り返す.

!ノ

0.20

i

↓

0.20

Cgo)iiCso)

技 時

術 問

別(h.)

1
i

⑥

i2

1U

⑧

斜
滑
降
姿
勢
と
横
ず
れ
回
り

2
⊥
②

2
ー

③

3
ー

①

3
ー

②

3
1

③

U.35

(65)

(先開 き踏みかえ滑走)
スキーの トップを開 くように踏みかえなが

ら滑る.一 方向に,反 対方向に,左 右
一歩ずつ交互に.

(基本直滑降)基本姿勢
の直滑降を して,平 地になって止

まる前に一方向に先開き踏みかえをして止
まる.

ノ/

続
ゆ
面

に
く
斜

地
こ

い

弄
く
る

〃

0.1.5

CJ・)1

↓

(直滑降と膝屈伸)直
滑降で,足 首,膝 の屈伸をして,止 まる前
に一方向に先開き踏みかえで回りながら
止まる.

(直滑降と膝屈伸 ス トック使用)
ス トックを交互に使って,足 首,膝 屈伸の

直滑降をする.止 まる前に一方向の先開き
踏みかえで止まる。

(斜滑降姿勢と横ずれ)
斜面に立った斜滑降の基本姿勢をとり,そ
の場でスキーの角付けをゆるめて,下 へ横

ずれする.慣 れてきたら横ずれ と角付
けの強弱をかげんする.

(斜め前横ずれ)

鞘讐離森肇警龍ま1馳稜論 与髪
ゆるめ,斜 め前へ横ずれする.

ii

平地に続
く短い中,
急斜面

li

,ノ

↓

0.30

(70)

↓

i

↓

0.15

1(50)
　 　

1

ll隷 轡:鍋薙繍嬬 鶉繕

0.50

、(8・)』

W

…
ー

↓

▼

}
1.10
(50)

↓

W

1.20

Cso)

↓

↓

1.10
(50)

「

1.20

(80)

1.10

(50)



高橋:ス キー回転技術の指導段階 第3報 109

4

直
滑
降

と
テ
ー

ル
お
き

か
え

訓鍵羅辮 羅 家

み灘鯵編 熱 螺

ごくゆる
い斜面

!ノ

ツ
左

み

ホ

に
踏

・
か
き

ル
ず

開

一
わ
先

テ
を

は

)

ら

ル
き

●

え

が

【
と

る

か
な

テ

る

す

き

き

,ま

を

お

つ
で

止

り

レ

こ
、酒
　

↓』
　じ

ノ
を
ノノ　

一
互

要

る

れ

テ
交

の
え
ず

と

を

降

か

横

降

ク
滑

き

,

滑

ツ
直

お

か

直

ト

の

に
え

(

ス
プ

右

か

　

4
1

◎

//

5・陣

影、
Y
石

し
ヨ

降

と

ーーー

回

り

・

パ

ラ

レ

ル

6

・
タ

:

ン

〈1)

5

し

②

5
1

③

フ躍 蝋 離脇 臨 角ト髄 ゆ瀞窓綱
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1樋 状中斜面

(斜滑降一横すべ りの連続)}

//斜滑降から角付けをゆるめて斜め前へ横す1
べ りを し,再 び角付けを強めて斜滑降に4,…

どる運動を繰り返す.

(その場テールず らし)
ス トックを支えにして,そ の場で,膝 を前
に押 しつけるように角付けをゆるめ,ス キ
ーのテールを下へずらす.慣 れてきた
らテールを山側へ大きく踏み出 してか らず
らした り,テ ール ・ホップで山側へ跳ね1_.
げ てからずらLた りする.
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(斜滑降一テール ・ホップ山回り)

基本姿勢の斜滑降から角付けをはずさない
ようにテール ・ホップをして山 回 りをす
る.

(テ ー ル ・ホ ップ ・タ ー ン)

直 滑 降 か ら,ス トッ クを 交互 に つ ぎ,テ ー
ル お きか えか ら,し だ い に 横ず れ や 山 回 り

の 要 領 を 加 え て,浅 い 弧 の 谷 回 りタ ー ンに

進 め る.
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注:基 礎課程だけを書き出した.発 展課程,完 成 ・応用課程は,本 研究に直接関係がないので省略
した.

指導時間の欄の↓印は,指 導過程として指導はしたが,短 時間にすませたもの,漸 進的過
程のもの,時 間記録をはっきり出せなかったもの等で,そ の記録時間は次の指導種 目の項
に含めて示 している.
二つの班の平均集計をのせている.な お4日 目は発展課程に進んでいるが,基 礎課程のパ
ラレル ・ターンまでとした.

2.方 法

1.方 法:女 子学生 をブルー ク系指導段階 に よる学 習群(Jw.グ ル ープ)と パ ラ レル系

指導段階 による学習群(Tpw.グ ル ープ)に 分け,前 者 に対 しては 日本 スキー教程27)基 本

技術 の各練習項 日や応 用練 習項 目のバ リエ ーシ ョンの中か ら適宜取捨選 択 したJw.指 導 段

階(第1-1表)を 活用 し,後 者 には本研究第2報28)と 同様 のTDW・ 指 導段階(第1-2

表)に よる系統学習 を採用 して,そ れぞれ実地指導 を展 開 した.

2.対 象者:(a)奈 良教 育大学女 子学生,18歳 ～20歳,初 心者,27名(Jw.グ ル ープ
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8名 の1個 班,Tpw.グ ル ープ10名 と9名 の2個 班),(b)奈 良 教 育大学女子学生,18歳

～21歳 ,初 心 者,35名(Jw.グ ル ー プ10・名,15名,10名 の3個 班)い ずれ も特別編成は し

な いで,各 班 をそのままそれぞれ の学習群 とした.

3.期 間:(a)昭 和50年(1975)3刀2日 ～5日,(b)昭 和49年(1974)3)12口 ～

5日 いずれ も4日 間(た だ し実 習期 間 としては6日 間).

4.場 所:(a),(b)と も長野県 ド高井郡野沢温泉 スキー場,踏 み な らした比較的条

件の良い斜度約50～100位 の ところ,指 導種 目に よ り部分的 に斜度約150～200位 の地形

第2-1表Jw.グ ル ・一 プの 日割 指 ≡導時・間 と主 な技

術 習 得状 況

【単位h.と()内 タ6】
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注:こ り表 は,Jw.グ ル ー プ全 部(4個 班)の 平 均

集 計 であ る.

第2-2表Tpw.グ ループの日割指導時・問と主な

技術習得状況
【単位h.と()内%】
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直滑降と踏み か え 回 り

斜滑 降 と横 ず れ 回 り

直滑降とテールおきかえ

斜 滑 降 と 山 回 り
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注:こ の 表は,Tpw.グ ル ー一プ/.f-.部(2個 班)の 平

均 集計 であ る.

も使 用.天 候 は晴た り曇 った りで降雪

な く,雪 質 はや や湿性 。

5.ス キ ー用具:大 学 の備晶お よび

業 者か ら借 りたスキ ーや靴(除1名)で,

スキ ーは グラス と木材 の合板.靴 は硬

質 ビニール製3分 の2,他 は オール ・

プラスチ ック,ケ ミカル,ゴ ム製.ス

キーの長さは,(a)身 長 までの長さ

の者3分 の2,身 長以上 の者3分 の1,

(b)身 長 までの長 さの者1名,他 は

全部身長以上 の長 さ.用 具 による特別

な配慮は しなか った.

6.指 導 手続:(1)指 導 時間はf(a),

(b)と も初 日11,00時 一12,30時,13.30

時 ～15.00時,以 後9.00時 ～11.30時,

13.00時 ～16.00時,休 憩は適宜 とる こ

とに した.

(2)初 歩動作(歩 行,踏 みかえ,方

向変換,登 行,転 倒起立等)の 指導 は,

全 部の初心者 グループを一 諸に して,

初 口の最 初に約1.30時 間実 施.

(3)各 グループ問相互 の学習結果や

指導過程が,指 導者や学生に及ぼす心

理的影響を極力 な くす よ う,指 導者に

は事前に特に注意 し29),対 象 者の学生

には実験的指導段階の採川で,各 班異

な った学習方法に よ り実施寸 ることを

説明 した.

(4)指 導 方法論的要因 と しての,各

過 程の要領説明や示範,各 技術の展開

や手旨導li寺問,矯 旺,注 意 事考貞,休 憩,

指導隊形等は指導者に一任 して,特 別な規制は しなかった.

(5)記 録事項は,そ れぞれグループ別に,各 過程での指導に要した時問と,そ の目的と

する主要運動要素や操作の習得者数を指導者の主観によってパーセンテージで表わ し,学
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習 状 態を観察 した.指 導 の記録時 間には,ラ ッセル,整 地,場 所 の移動 は含 まず,指 導の

ための短 リフ ト塔乗 は混雑 しない限 りにおいてその中に含 めた.ま た午前 と午後に反復指

導 した場合は合計時 間をその過程 の指導時 間 とした.

(6)指 導 者は,ス キー経験年i数10年 か ら17年 の全 日本 スキー連盟公認準指導員で,体 育

担当(除1名)の 高等学校教諭,(a)高 橋 清(Jw.),稲 葉,奥 田(Tpw.),(b)松 本,

上 野,松 田(Jw.)の 各 氏であ った.

3.結 果 と考察

両群の各指導段階 に対す る指導所要時間 と技術 の習得状況は,第1-1表,第1-2表,

お よび第2-一 一一1・表,第2-2表 の通 りである.

女チ学生 に対す る4日 間 の指導期間で,4日 目の技術習得状況をみ る と,ブ ル ーク系に

よるJw.グ ル ープ(教 程班)は,シ ュテム ・ク リスチャニアへの導入段階 とも考え られ る

斜滑降,横 滑 り,山 回 りあた りまで進 んだが,パ ラ レル ・ター ンは言 うに及ぽず,初 歩的

なシ ュテム ・ク リスチャニアの展開 もで きなか った.す なわち,プ ルーク ・ボーゲ ンは殆

ん ど完全 に習得す るよ うには なるが,そ れ以上の技術を期待す ることは無理であ った.こ

れ に対 して,パ ラ レル系に よるTpw.グ ル ープは,初 歩 的 なパラ レル ・ター ンの技術を

約60%の 者が習得 し,約20%～30%の 者 は,か な り完成 された ターンに近づいてい る.こ

の ことは,パ ラ レル ・ターン習得に 目標を限定す るな らぽ,女 性に対 して も,プ ル ー一ク系

学習 よ りもパラ レル系学習 の方が効果的 である と考 え られ る.

今 回,対 象 者を 女子学生に したので,プ ル ーク ・ボーゲ ンか らシュテム ・ク リスチ ャニ

アへ,更 に パラ レル ・ターンへ と展開す る現 日本 スキ ー教程の指導段階に関す る考察は,

Jw.グ ル ー一プではで きなか ったが,こ の件に関 しては前回30)報 告 した.そ れで,パ ラ レル

系 のTpw.指 導 段階 につ いての考察 を加 えたい.

基 本的 な動作や繰作お よび運動要素 としては,「 伸び上が り抜重 によるテールのお きか

え と横ずれ」に よって一つの ターンを形成 しょうと して いることは前述 したが,伸 び上が

り抜重を初歩の段階で,効 果的,意 識的にす るため,テ ール ・ホ ップ(ジ ャンプ)を し,

テ ールのお きかえ動作に よ り,フ ォームの 自然な変換やエ ッジングの き りかえを容 易に し

て,で きるだけ早期に伸膝抜 重的運 動(身 体の上下動)に 移行 しょうと してい る.タ ーン

きっかけ時におけ る抜 重動作には,伸 身抜 重(伸 び上が り抜重)と 屈身抜重(沈 み込み抜

重)の 二つに大別で きるが,三 浦 敬三31)の い うよ うに,伸 び上が り抜重を基 調 と した ター

ンが数十年来にわた って続 いて きた理 由は,習 得が容 易で,し か も実 用性が高い とい うと

ころにあ り,「 抱 え込み抜 重」を基 調 とした新 しい ターンは,高 度の実 用性はあ るが,万

能ではな く,高 度技 術であるだけにその習得はむずか しい.ま たその新 しい技 術は世界 的

な傾向ではあ るが,現 在 それだけに統一 し ょうとしてい る国はみ られない ことか らして も,

伸 び上が り抜 重を捨 て去る ことがで きない関係を示 してい る.ま た,ヴ ー リーズ博 士32)も

生 理的 メカニ ックスの立場 か らdown-unweightingに 対 してup-unweightingの 優 れた

点や一連 の ターンの際の上 下運 動がtotalmotianと して,筋 肉の リズムが確立 され,体

内の協調 した神経 ・筋 肉の活 動全 般を整 え る効果を生む こ とを指摘 している.

初 歩的段階において,タ ー ンの中期か ら後期にかけての 「横ず れ」や「横滑 り」的な カー

ブを描 く原始 的な ター ン構造 は,ス キー ・ター ンの不変 的な現 象である と考 える.西 山33)

の 言 う 「横ずれや シ ョックの少ない滑 らかな ターン,減 速 要因をな るべ く少な くし,し か

も安全で無駄な筋 肉使用 を少 な くし,か つ ス ピーデ ィな ターンを求め る」,や 「回転 と
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い う概念規定が大変あ いまいであ るが,近 代技 術の志 向す る絶 えず雪 面を とらえて弧形 カ

ーブを描 いて
,横 ずれを少な くして回 る理念 は,唯 スキーの向 きを変 えれぽ,そ れが 回転

である とい った理念 とは差 異がで きて きてい る」 とい うことは,最 高技 術を追 求す る理念

であ り,上 級 者の技術志 向 としての理念 であ る,と は思 うが,初 歩的課程 においては,技

術 の不変的,根 本的な運 動に主体 をおいて,回 転時 の「ずれ」 とい うPhysical,mechanical

principleを,む しろ効果的,積 極的に利川す る方が初心者の技 術学 習に役立 つの で は な

か ろ うか.

この指導段階の基本 構成 としては,fallline -fの テ ール ・ホ ップ,テ ールお きかえに よ

って ターンの きっかけ動 作を指導 し,traverse方 向 での横ず れ,横 すべ り,(1-i回 りと発展

させて,タ ーンの中期か ら後期の要領を学 ばせ,}廻 に テールお きかえ要領 と結びつけて,

づ璽の ターンを形 成 しょうとしてい ることで,直 滑降 方向 と斜滑降 方向での指 導過 程を交

111に,漸 進的に発展 させ てい る.そ れに加えて,ス トックの利川 を重視 して 早期か ら使川

させて いる.女 性には ス トックを利川す る腕 の操 作 と脚 部の運 動の調和 的協調性 にやや難

[F1がみ られ,多 少の指導時間を 要す るよ うに思われ る.

そ れか ら,必 要に応 じて,ブ ル ーク系の技 術を指導 して も,パ ラ レル ・ターンがあ る程

度で きるよ うになれぽ,プ ルー ク ・ボー ゲンの習得 には時 間を要 しない とい うことで,こ

れは猪谷34)も指 摘 してい る._r,4日 目,野 沢の上 ノ平 スキ ー場 に登 り,帰 路初心 者コ

ース(雪 道)を 滑 るために .パ ラ レル班(TPw.グ ル ー プ)に もプルークを指導 したが,

す ぐで きるよ うにな った ことと,5日 目の午後SAJバ ッ ジ ・テス トを実施す るので,午

前中 プル ーク ・ボー ゲンの指導 もしたが,苦 労 な く習得す る ことが で きた.ま た,バ ッジ

・テ ス トでは ブルー ク ・ボー ゲンの域 を出て,技 術的 に もかな り高い パラレル ・ター ンを

す るf」も何 名か(Tpw.グ ル ープ19名 中3名)あ った35).

しか し,指 導期 間の2日llや3日 目前'i4位 ま では,Jw.グ ノレー プは,ブ ル ーク ・ボー ゲ

ンが¥r/数 位 習得 して くるので,学 習 者には面白 さが出て くるが,Tpw.グ ル ー プの方は,

「斜滑降 と横ず れ」やr直 滑降 とテールお きかえ」 あた りで,心 理的 に も技 術的 に も停滞

してい るよ うに感 じら れ る し,指.一 一tに とって も心理的 「あせ り」 をみせ た,と い うこ

とは 考えなけれぽいけない ように思 う.そ のほ か,こ の指導段階 の問題点 としては,本 研

究第2報36)で も指 摘 した よ うに,タ ー ン終 期での雪 面の とらえ(エ ッジング,チ ェック)

が 不充分で,次 の きっかけのためのホ ップあるいは伸 び上が り抜重 のfootingが とれない

か ら,き っかけ時 の タ イミングやバ ランスを崩す ことが あげ られる.こ れが今後の指導 法,

指 導段階の研究課題 として解 決す べ き問題であろ う.ま た,本 実験的研究 の手続,方 法L

の 問題点は,指 導 者に対 して,そ の指導課程や各 ステ ップの要点 につ いて,説 明 と共に実

技を通 して徹 底 させ る とい うことであ り,こ れ は今回事前 に 口頭 説明を しただけであ った,

とい うことと,各 段階 の指 導時 間や技術要領 習得 者のパーセ ンテー ジは,指 導 者の観点,

理 念や他の環境 条件 に よ り,か な り差異が あるよ うに考 え られ る,と い うことである.だ

か らこの点,デ ータに関 しての詳細 な考察 はで きない.

4。 要 約

初心者に対す るスキー回転技術 の指導 において,一 一般的 な指導段階 はフルーク系 か らの

発展であ った.そ してパ ラレル ・ター ンまでの技術習得 には長時間 の指導 を必 要 としたが,

従 来女性 に とって,プ ルークや プルー ク ・ボーゲ ンか らの学習が骨格,筋 力上か らも妥 当

な指導 システムである,と 考 え られ ていた.し か し,パ ラ レル ・ター ンや ウェーデル ンの
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技 術 を短 期間に習得 させ よ うとい う[1的 の も とでは,女 性に とって も,パ ラレル系 の指導 シ

ステムの方が効果的 ではなか ろ うか とい う観点 に立 った.そ こで,女 チ学生 を対象 として,

プル ーク系の 口本 スキー教程 による指導段 階(Jw.)と,プ ル ーク系 を排除 したパ ラ レル 系

の筆 者試案 の指導段階(Tpw.)の 両 者を,そ れぞれ グループ別 に4日 間 の実地指導 を した.

そ してその観察,記 録の結果か ら学習効果 と基本的 な操作や動作 および運動要素 につ いて

考察 し,よ り効果的 な指導段階構成に役立て ることを 日的 としたが,結 果 と して,次 の よ

うなこ とが あげ られ る.

1.4日 間 指導の結果,Jw.グ ル ープは,プ ルーク ・ボ ーゲンの技術をほぼ完全 に習得

で きるよ うにな ったが,シ ュテム ・ク リスチ ャニアには導入 で きなか った.こ れに対 し,

Tpw.グ ル ープは,初 歩的 なパ ラレル ・ター ンの技術を約60%の 者が習得 し,約20%～30

%のfiは 比 較的完成 された ターンをみせ た.こ れは 女性に対 して も,パ ラ レル系の指導 の

可能性を示 し,効 果的であ ることを実 証 した.

2.Tpw.指 導 段階 は,r伸 び上が り抜 重に よるテ ールのお きかえ と横ずれ」 によって

一連 の ター・ンを形成 してい るが
,Bio・lnechanicsの 立場 か らも妥当であ り,横 ずれ によっ

て カーブを描 く原始的 な ター ン構造 は,物 理学的 に もター ン技 術 の不変的,根 本的princi-

pleと して とらえ,そ れを活川 しょうと して いる。

3.ま た,段 階的 構成 としては,fallline1-一 で のテーノレ・ホ ッフ',テ ー ルお きか えで タ

ー ンの きっかけ動作 を
,そ してtraverse方 向 での横ず れ,横 すべ りで ターンの中・後期 の

要領 を,学 ぽせ,更 に連係動作 としてテールお きかえか ら伸 び上が り抜重(身 体 の上 ド動)

に移行 しなが ら,横 滑 りや川 ・1りと結びつけ ている.す なわ ち,直 滑降方 向 と斜滑降方 向

での指導過程 を交11二に,漸 進的 に発展 させ ている.な お,ス トックは初期 の段階か ら利川

させ ている.

4.ブ ル ーク ・ボーゲ ンは,あ る程度 の原始的 パラ レル ・ター ンの形成後 な ら,必 要 に

応 じて,技 術 要素の積み_E_げ な しに,学 謝 しても,短 時間 で抵抗 な く習得 できるのに対 し,

プル ーク系学習は,3・4日 間をすべ てそれ に費や してい ることにな る.

5.学'IC1初 期 において,緩 斜1酊で,初 歩 的 ター ンに よって スキ ーを楽 しむ とい う観点か

らすれぽ,プ レーク系学 習の方が有利であ るが,4・5日 後か ら以後においては,パ ラ レ

ル系学 習に及ばない と考え られ る.

6.今 後 の研究 課題 としては,タ ーン終 期でのエ ッジング操 作にあ り,き っかけ時のホ

ップあ るいは伸び ヒが り抜 重のためのfootingを い かにす るか,と い うことに対す る効果

的な指導段階 の編入 であろ う.

終 りにあた り,本 研究の実地指導 とその記録および意見集積のために,稲 葉悟史,奥 田

亜以子,高 橋清,松 本益幸,上 野博美,松 田真三(ず れもSAJ公 認準指導員)各 氏の協

力を得たので,厚 く感謝の意を表する.
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Summary

Itleasgenerallykeenconsidereduntilrecentlythatthenormalteaching;procedure

forfemaleskibeginnersintheskiturntechniqueistodevelopthestepsofskillsby

thesnowplowteachingsystem.Andtheprocedureinthe5々 ガText(ゾ 」`ψ αηCJw.

process'inthispaperforshort)adoptsateaching-methodofthesnowplowsystem,

too.ButitusuallytakesquitealongtimetohavefemaleIearnersIllastertheskills

oftheparallelturntechnique.

Accordingly,inthepracticalteachingofskiing,eachinstructoratNaraCollegeof

Educationtaughtinthecourseofthefour-day-lessonseparatelythetechniqueofthe

Jw・teachingProcessandthetechniqueoftheM.Takahashi'strialparallelteachi119

process(`Tpw.process'forshort)toeachgroup(Jw.andTpw.groups)oftheski

beginnersoffemalestudents.Thepurposeofthispilotstudywastoexamineexperi-

mentallytheeffectsoflearningandthefactorsofthemovementintheTpw.parallel

teachingsystem.

Theresultsoftheexperimentalteaching;areshownasin"Fablesland2 .Atthe

endofthefour-day-lessonintheTpw.groups,thepercentageofthefemalestudents

whomasteredtheelementarytechniqueoftheparallelturnwasabout60%butin

theJw.groupswehadnoeffectiveresults."thisshowstheTpw.parallelteac}link;

systeminthestudywasmoreeffectiveforfemalestudentstolearntheelementary

parallelturnthanthatoftheJw.snowplowsystem.

ThephysicalmotionandactionofskiersaresimplyunifieclintheTPw .parallel

system,thatis,theprimitiveturninthissystemiscomposedofthetail-shiftine-and

theside-slipping,withup-and-downmotion."1'heup-unweightingactiontostartaturn

isaproperwayormeansconsiderillgfr()maBio。mechanicそllpoilltofview
,andthe

factorofthecurveintheskiturnir】9whicllmakesgooduseofside-slipPiDgisa

permanentphenomenon.

Inthedirectionofthefallline,theskierslearnastartingactionofaturnthrough

tai1-hoPPingandshifting,catchingthepointofthemotionfromthemiddlestageto
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thefinalofaturnbyside-slipPillganduP-hillturningatthepositiollof'traverse'.

Whiledevelopingthestepsbydegreestheinstructorteachesalternatelytothebegin-

ner-skiersthetwoelementsoftheprocessandliowtomakepracticaluseoftheski

polesfromthefirststepasanilnportantaux1li乏irymeans.Thatisthefundamental

StructureoftheTpw.teachingprocedure.

Buttheproblemtobesolvedishowtoincludesucheffectivestepsasthesklers

unconsciouslycangetthefooting111thefinalstageofaturnIIItheTpw.procedure.


